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研究要旨 

移行期医療の成功には患者の自立が鍵となり、患者がヘルスリテラシー（健康情報を活用する能力）を獲

得・向上できるように支援することが大切である。そこで、本研究班では、小児 CKD 患者のヘルスリテラシ

ーの獲得・向上を支援する資材（移行期医療支援ツール）を作成している。なお、移行プログラムは 12～14

歳で開始するのがよいことから、資材の読者対象は小学校高学年以上とし、児童・生徒が手に取って読みた

くなるようなコンテンツとなるように工夫した。 

    
A.研究目的 

小児期に発症した慢性疾患患者の成人医療への

移行（transition）が国内外で注目されている。 
移行期医療では、小児科から成人診療科へのス

ムーズな転科と患者の自立が鍵となり、患者自

身が病気を理解し、転科時には患者自身が病気

の診療方針に関して自己決定権を持てるように

するべきで、患者がヘルスリテラシー（健康情

報を活用する能力）を獲得する事が重要である。

そこで、本研究班では、小児ＣＫＤ患者のヘル

スリテラシー獲得・向上のための資材（移行期

医療支援ツール）を作成することにした。 
 

B.研究方法 
分担研究者の服部元史と石倉健司（北里大学医

学部小児科学）ならびに研究協力者の神田祥一郎

（東京大学医学部小児科）、寺野千香子（東京都立

小児総合医療センター腎臓内科）、長岡由修（札幌

医科大学医学部小児科学講座）、三浦健一郎（東京

女子医科大学腎臓小児科）、柳原 剛（日本医科大

学小児科）で、企画・内容を検討し、分担・協力

して執筆した。 
 （倫理面への配慮） 

 本研究は診療データや個人情報を扱うものでは

ないため、倫理委員会の承認は不要と考えられ、

研究代表者と研究班の承認を受けて進められた。 

 

C.研究結果 
本書の章立ては、第 1 章：腎臓の位置、形と大

きさ、構造、働き、第 2 章：尿、第 3 章：腎臓の

病気、第 4 章：腎臓の検査、第 5 章：治療、第 6

章：生活とした。Q&A 形式とし、図、写真、イラス

トを多用して分かり易い記述を心がけた。さらに、

豆知識、サイエンスの窓といった囲み記事を取り

入れて、興味を持って読んでもらえるように工夫

した。現在、プルーフの校正段階まできており、

2021年夏ごろまでには公表できる予定である。 

 
D.考察 
移行期医療の成功には、患者の自立が鍵となる。

すなわち、保護者ではなく患者自身が病気、検査、

薬、生活上の注意点などを理解し、小児科から成

人診療科への転科時には患者自身が病気の診療方

針に関して自己決定権を持てるようになるべきで、

患者がヘルスリテラシー（健康情報を活用する能

力）を獲得・向上できるように支援することが大

切である。 

そこで、本研究班では、小児 CKD 患者のヘルス

リテラシーの獲得・向上を支援する資材（移行期

医療支援ツール）を作成することにした。その際

移行プログラムは 12～14歳で開始するのがよいこ

とから、資材の読者対象は小学校高学年以上とし、

児童・生徒が手に取って読みたくなるようなコン

テンツとなるように工夫した。 

 

E.結論 
現在作成している資材（移行期医療支援ツール）

は、小児 CKD 患者のヘルスリテラシーの獲得・向

上（自立）支援と小児科から成人診療科へのスム

ーズな転科、さらには CKD の普及啓発資材のひと

つとして、日本の CKD 対策に寄与するものと期待

される。 
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